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崎山地区・花輪地区を地域拠点として追加することについて(１/５) [目指すべき都市の骨格構造]

花輪や崎山には拠点は設定しないのか。
→宮古市の将来の都市構造として必要なのかということも踏まえて拠点の設定を検討します。
⇒花輪、崎山を地域拠点として追加することとしました。



■ 地域拠点区域の追加の考え方
まちの現状を踏まえ、地域拠点を追加設定するにあたっての考え方を整理します。

○市町村合併の沿革と地域の歴史
○地域ごとの人口動態

西暦 1797 1886 1889 1924 1941 1944 1955 2005 2010

年号 寛政９ 明治19 明治22 大正13 昭和16 昭和19 昭和30 平成17 平成22

市町村数 46 44 15 14 11 11 ４ 2 １

摂待村 摂待村

乙部村 乙部村

田老村 田老村

末前村 末前村

崎山村 崎山村

崎鍬ヶ崎村

浦鍬ヶ崎村 鍬ヶ崎町

宮古村

黒田村

山口村

田代村

近内村 近内村

千徳村 千徳村

根市村 根市村

花原市村 花原市村

磯鶏村 磯鶏村

八木沢村 八木沢村

小山田村 小山田村

高浜村 高浜村

金浜村 金浜村

津軽石村 津軽石村

赤前村 赤前村

重茂村 重茂村

音部村 音部村

松山村 松山村

田鎖村 田鍍村

花輪村 花輪村

長沢村 長沢村

老木村 老木村

蟇目村 蟇目村

茂市村 茂市村

腹帯村 腹帯村

刈屋村 刈屋村

和井内村 和井内村

古田村 古田村

川井村 川井村

片巣村 片巣村

箱石村 箱石村

鈴久名村 鈴久名村

川内村 川内村

夏屋村 夏屋村

門馬村 門馬村

平津戸村 平津戸村

田代村 田代村

泉沢村

江繋村

小国村 小国村

津軽石村

重茂村

川井村

門馬村

鍬ヶ崎村

小国村

田老町

宮古市

S30～

川井村

S30～

田老町

S19～

崎山村

宮古市

津軽石村

重茂村

小国村

宮古市

S16～

田老村

崎山村

山口村

川井村

門馬村

小国村

山口村

千徳村

磯鶏村

津軽石村

重茂村

花輪村

茂市村

刈屋村

川井村

門馬村上田通

大槌通

宮古通

宮古村

磯鶏村

宮古町

崎山村

千徳村

花輪村

茂市村

刈屋村

山口村

田老村

江繋村

津軽石村

重茂村

宮古町

T13～

田老村

崎山村

宮古市

H22～

新里村

S30～

宮古市

H17～

小国村

花輪村

茂市村

刈屋村

川井村

門馬村

川井村

花輪村

茂市村

刈屋村

宮古

62.8%

(31619人)

津軽石 7.4%

(3722人)

崎山 6.9%

(3500人)

花輪 6.1%

(3084人) 

田老 5.4%

(2729人)

新里 4.8% (2419人)

川井 4.1% (2059人)

重茂 2.46% (1237人)

崎山：3,500人、花輪：3,084人、他地区と同程度の人口が集積し、地区としてのまと
まりを有している。

崎山地区・花輪地区を地域拠点として追加することについて(２/５) [目指すべき都市の骨格構造]



○地区別人口と高齢化率の推計値

将来推計について、崎山、花輪ともに他地区と同様に、人口減少と高齢化の進行が
予測されている。

崎山地区・花輪地区を地域拠点として追加することについて(３/５) [目指すべき都市の骨格構造]



○地区別の生活サービス施設の徒歩圏(800m)人口カバー率

○生活サービス施設の徒歩圏(崎山地区)

○生活サービス施設の徒歩圏(花輪地区)

宮古 崎山 津軽石 重茂 花輪 田老 新里 川井 市全体

商業施設（全施設） 88% 55% 32% 23% 32% 39% 58% 42% 70%

商業施設（ｽｰﾊﾟｰ・道の駅） 67% 0% 0% 0% 1% 25% 0% 16% 44%

介護・福祉施設 88% 53% 57% 30% 51% 38% 39% 19% 72%

医療施設（病院、内科・外科等を含む診療所） 62% 7% 38% 32% 1% 28% 9% 17% 46%

商業（全施設）＋介護・福祉＋医療 59% 7% 0% 1% 1% 19% 0% 17% 39%

商業（ｽｰﾊﾟｰ・道の駅）＋介護・福祉＋医療 51% 0% 0% 0% 1% 17% 0% 0% 33%

生活サービス施設の徒歩圏人口カバー率　　　　　　　　　　　　　　　　 地　区
区　分

崎山、花輪ともに宮古地区以外の他地区と同様に、生活サービス施設の徒歩圏人口カ
バー率が低い。

崎山貝塚、公民館、出張所

伝承館

崎山地区・花輪地区を地域拠点として追加することについて(４/５) [目指すべき都市の骨格構造]



○公共交通の組み合わせパターン別の徒歩圏人口カバー率

○公共交通の徒歩圏と人口分布(崎山地区)

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5本/週未満 ● ●

5本/週以上25本/週未満 ● ● ● ●

25本/週以上 ● ● ● ● ● ●

1本/日以上5本/日未満 ● ● ● ● ● ● ● ●

5本/日以上10本/日未満 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10本/日以上15本/日未満 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

15本/日以上20本/日未満 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20本/日以上30本/日未満 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

30本/日以上 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

宮古 31,619 92% 92% 92% 92% 87% 84% 71% 66% 63% 51% 45% 23% 88% 88% 88% 88% 81% 73% 45% 35% 27%

崎山 3,500 82% 82% 82% 82% 82% 47% 45% 45% 1% 1% 1% 0% 81% 81% 81% 81% 81% 46% 44% 44% 1%

津軽石 3,722 81% 81% 81% 81% 63% 63% 62% 60% 60% 60% 60% 0% 66% 66% 66% 66% 34% 34% 26% 15% 2%

重茂 1,237 81% 81% 81% 81% 32% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 81% 81% 81% 81% 32% 0% 0% 0% 0%

花輪 3,084 53% 53% 53% 53% 43% 3% 3% 3% 3% 3% 0% 3% 52% 52% 52% 52% 41% 0% 0% 0% 0%

田老 2,729 96% 62% 62% 62% 57% 34% 19% 19% 19% 19% 19% 0% 95% 59% 58% 58% 52% 25% 0% 0% 0%

新里 2,419 94% 88% 79% 79% 39% 39% 39% 39% 39% 39% 0% 39% 94% 81% 68% 68% 10% 10% 0% 0% 0%

川井 2,059 87% 65% 53% 39% 39% 33% 31% 31% 31% 31% 0% 31% 84% 55% 43% 22% 22% 1% 0% 0% 0%

市全体 50,369 88% 85% 84% 83% 75% 66% 57% 54% 48% 41% 33% 18% 84% 80% 79% 78% 66% 54% 33% 26% 17%

鉄道駅+バス停
(地域バス含む)

鉄道駅+バス停
(県北バス・岩泉茂市線)

バス停
(地域バス含む)

地区別
人口
（人）

三陸鉄道

JR山田線（宮古駅 7.5本/日）

地域バス

県北バス
・岩泉茂
市線

バス

徒歩圏カバー率

鉄道駅のみ
区　分

鉄道

バス停
(県北バス・岩泉茂市線)

（宮古駅以北12本/日、

以南11.5本/日）

○公共交通の徒歩圏と人口分布(花輪地区)

■考え方の整理

公共交通の徒歩圏人口カバー率は、崎山が47%、花輪が3%となっている。崎山はカ
バー率が低いエリアが広く、花輪はカバー率自体が低い。

崎山貝塚、公民館、出張所

伝承館

・合併の沿革、地域の歴史
崎山村、花輪村としてそれぞれ形成されてきた、ひとつの地域のまとまりであった
・人口動態
他の地域拠点と同様の人口規模を有し、一定のまとまりを形成している
人口減少や高齢化の進行が予測され、地域の拠点性を高める必要がある
・生活サービス施設
生活サービス施設の徒歩圏人口カバー率が低い
必要な生活サービス施設を利用するために、中心拠点との連携を強化する必要があ
る
・公共交通
地域の特性に応じて、公共交通の利便性を確保する必要がある

⇒崎山、花輪を地域拠点として位置づけ、それぞれの地域の生活利便性の維持・向上を
はかる必要がある。

崎山地区・花輪地区を地域拠点として追加することについて(５/５) [目指すべき都市の骨格構造]


